
鉄道信号の閉塞⽅式において、列⾞在線を⽰す商用周波軌道回路では、

電源電圧の位相差測定は重要な項目です。

使用例

　・信号トランス及び低圧ケーブルの絶縁測定後の電圧位相測定

　・トランス交換及び低圧ケーブル張替え後の電圧位相測定

　・送電元、受電端が遠隔地の場合の、相互の電圧位相測定

親

⼦

ＧＰＳ同期信号 印字結果

この測定器は、特に信号1回線区間において基準となる送電元と受電端の

電圧波形を距離に関わらず位相測定、⽐較できる装置構成となっております。

これにより、従来⾏われている作業後の目視による信号現⽰確認に替わり、

商用周波の位相を電気的に確認及び測定、記録できる測定器です。

ＧＰＳと電気測定の融合！！

信号1回線用相確認試験器



① 起動時に電源周波数（５０Ｈｚ／６０Ｈｚ）の判定を⾏います。

② 親局と⼦局で計測した時間差と電源周波数を利用して位相差を算出します。

③ 位相差０度±１０度を同相、１７０度～１８０度及び－１７０度～－１８０を逆相と判定します。

④ スマートフォンにて⼦局が測定データを⾳声帯域で送信し、親局が受信して判定します。

⑤ 時刻表⽰として、位相判断完了時の時刻を両装置のＧＰＳから取得して表⽰します。

⑥ 試験内容を親局のディスプレイに表⽰及び内蔵プリンタで測定結果を印字出⼒します。
 

 

2021年4⽉現在

〒 110-0015 東京都台東区東上野1丁目28番12号　新御徒町KMビル2F

NTT：TEL 03-3831-4301 FAX 03-3831-4302
J　R：TEL 057-3779  FAX 057-3789

〒 565-0803 大阪府吹⽥市新芦屋下4番17号

NTT：TEL 06-6876-3571 FAX 06-6876-7607
J　R：TEL 071-3718  FAX 071-3718(切替)

※仕様は機能・性能向上などのため予告なく変更することがありますのでご了承ください。

   

 
 

 
 

 

構成図・特徴

項　目 仕　様

本         社

大阪事業所

⼊⼒電圧

位相差

消費電⼒

寸 法

ディスプレイ

プリンタ

付属品
・電源ｹｰﾌﾞﾙ２種（ｺﾝｾﾝﾄ、ﾊﾞﾅﾅﾌﾟﾗｸﾞ）・ﾜﾆ⼝ｸﾘｯﾌﾟ・GPSｱﾝﾃﾅ

－

－

質 量

周囲湿度

周囲温度

３０～８０％ＲＨ（結露なきこと）

０～５０℃

範囲　-180度から180度　誤差±5度
親局 ⼦局

140VA以下 25VA以下

390mm×308mm×171.5mm

（突起部を除く）
390mm×308mm×171.5mm

（突起部をを除く）

3.5型TFT　LCD　320×240ﾄﾞｯﾄ
ｻｰﾏﾙﾗｲﾝﾄﾞｯﾄ⽅式　感熱紙

範囲　AC85V～AC125V　誤差±3.0％rdg±8dgt

約6kg 約5kg

・4極ﾌﾟﾗｸﾞｹｰﾌﾞﾙ ・Lightning変換ｹｰﾌﾞﾙ ・USB Type-C変換ｹｰﾌﾞﾙ

変電所

試験器
 ⼦局

ＧＰＳスマートフォン

信号器具箱

試験器
 親局

ＧＰＳ

変圧器 変圧器

施⼯箇所

R相

S相

電源回線 電源回線

ディスプレイ
  印字出⼒
    確認

信号器具箱

スマートフォン
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